
19

2．平成 21 年度決算報告

正味財産増減計算書
（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）

貸借対照表
（平成 22 年 3 月 31 日）
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貸借対照表
（平成 22 年 3 月 31 日現在）

財産目録
（平成 22 年 3 月 31 日）

正味財産増減計算書
（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）

財産目録
（平成 22 年 3 月 31 日）

貸借対照表
（平成 22 年 3 月 31 日現在）
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財産目録
（平成 22 年 3 月 31 日）

貸借対照表
（平成 22 年 3 月 31 日）

正味財産増減計算書
（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）

正味財産増減計算書
（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）

財産目録
（平成 22 年 3 月 31 日）

貸借対照表
（平成 22 年 3 月 31 日現在）
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正味財産増減計算書
（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）

財産目録
（平成 22 年 3 月 31 日）

貸借対照表総括表
（平成 22 年 3 月 31 日現在）

正味財産増減計算書総括表
（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）
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財産目録
（平成 22 年 3 月 31 日現在）

財務諸表に対する注記
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収支計算書
（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）

収支計算書
（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）

収支計算書に対する注記

予算額と決算額の差異が著しい科目について 
（1）検討していた腎臓病療養指導師制度が諸般の事情により見送られることになったため講習・検討

会の規模を予定より縮小した。 
（2）目的を定めない寄付金がなかった。 
（3）予定外の寄付金収入があった。 
（4）CKD診療ガイドライン、CKD診療ガイドの印税収入額が見込みを上回った。 
（5）予定されていなかった学術調査研究基金への繰入が決定したため専門医会計より繰り入れた。 
（6）市民公開講座の開催回数が見込みを下回った。 
（7）男女共同参画アンケートが期をまたいで行われているため、見込みを下回った。 
（8）4月から導入予定だった職員生命保険が10月からと遅れた。 
（9）新規会員システムの構築が決定したため積み増した。 
（10）53回総会のセミナー協賛金、52回総会の余剰金を基金に繰り入れることが決定した。 

収支計算書に対する注記

予算額と決算額の差異が著しい科目について 
（1）学術調査研究基金への繰り入れが決定した。 
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収支計算書
（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）

予算額と決算額の差異が著しい科目について 
（1）予定外の寄付金収入があった。 
（2）航空運賃などが見込みより安価であった。 
（3）企業との共催により費用負担が少なくて済んだ。 
（4）航空運賃などが見込みより安価であった。 

収支計算書に対する注記

収支計算書
（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）

収支計算書に対する注記

予算額と決算額の差異が著しい科目について 
（1）新規会員システムの構築が決定したため一般会計より繰り入れ、 
 引当預金に積み増した。 
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収支計算書総括表
（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）

収支計算書
（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）

収支計算書に対する注記

予算額と決算額の差異が著しい科目について 
（1）腎移植ドナーGFRプロジェクトが目標症例数に達していない 
 ため費用がかからなかった。 
（2）学術集会、研究会等に合わせて開催することで節約した。 
（3）関連学会との会議等が少なかった。 

2009 年度 会費納入状況
（2010 年 3 月 31 日現在）




